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IGF-1 : insulin-like growth factor1, IRS : insulin receptor 
substate, PI3K : phosphatidyl inositol 3-kinase, PDK-1 : 
3-phosphoinositide-dependent kinase 1, mTOR : The 
mammalian target of rapamycin, FOXO: forkhead tran-















1.2 ～ 1.5 8 ～ 12 1 20
プレドニゾロン
（プレドニン）
2.5 ～ 3.3 12 ～ 36 4 5
メチルプレドニゾロン
（メドロール，ソルメドロール）
2.8 ～ 3.3 12 ～ 36 5 4
デキサメサゾン
（デカドロン）
3.5 ～ 5.0 36 ～ 54 25 ～ 30 0.5
ベタメサゾン
（リンデロン，セレスタミン＊）
3.5 ～ 5.0 36 ～ 54 25 ～ 30 0.5
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表 3　各抗精神病薬による代謝への影響
薬剤 体重増加 糖尿病リスク 脂質代謝異常
クロザピン
（クロザリルⓇ）
＋＋＋ ＋ ＋
オランザピン
（ジプレキサⓇ）
＋＋＋ ＋ ＋
リスペリドン
（リスパダールⓇ）
＋＋ ？ ？
クエチアピン
（セロクエルⓇ）
＋＋ ？ ？
アリピプラゾール
（エビリファイⓇ）
＋ － －
ジプラジドン
（本邦未発売）
＋ － －
＋：増加　－：影響なし　？：意見が分かれる
図 5　HIVプロテアーゼ阻害薬による糖尿病発症のメカニズム
